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Ｌ
Ｊ
作
戦
で
大
き
な
実
績

ら
外
れ
た
記
録
に
含
ま
れ
て

い
た
。
機
密
扱
い
か
ら
外
れ

た
文
書
は
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統

領
か
ら
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
に

至
る
ま
で
の
１
９
７
３
年
か

ら
７
６
年
に
か
け
て
の
記
述

だ
っ
た
と
い
う
。

　

ガ
イ
ゼ
ル
大
統
領
に
関
す

る
記
述
は
１
９
７
４
年
４
月

に
書
か
れ
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統

領
時
代
の
「
第
９
９
番
」
と

名
付
け
ら
れ
た
書
簡
に
記
載

さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
そ
の

最
初
の
章
に
お
い
て
「（
新

し
く
就
任
し
た
）
ガ
イ
ゼ
ル

大
統
領
は
、（
前
代
の
エ
ミ

リ
オ
・
メ
ジ
シ
大
統
領
に
）

引
き
続
き
、
反
体
制
派
の
政

治
犯
を
粛
清
す
る
方
針
を
継

承
す
る
こ
と
を
決
め
た
」
と

書
か
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
次
の
章
で

は
、
ガ
イ
ゼ
ル
氏
が
７
４
年

３
月
３
０
日
に
、
粛
清
実
行

を
担
当
し
て
い
た
陸
軍
情
報

　

国
税
庁
は
、
会
計
犯
罪
や
税
制
犯
罪
の
捜
査
経
験
が
豊
富
な
、
１
５
０
人
の
監

査
員
か
ら
な
る
エ
リ
ー
ト
捜
査
班
を
結
成
し
、
三
権
全
て
に
ま
た
が
る
、
８
０
０

人
の
公
務
員
の
財
政
状
況
を
監
査
し
始
め
た
と
、
１
１
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報

じ
た
。

成
」
会
見
の
席
上
、「
国
税

庁
に
は
〃
不
逮
捕
特
権
〃
は

存
在
し
な
い
」
と
、
最
近
政

界
、
司
法
界
で
話
題
に
な
っ

て
い
る
言
葉
を
使
っ
て
、
意

気
込
み
を
語
っ
た
。
同
副
長

官
は
、
検
察
庁
や
連
警
と
の

共
同
作
戦
で
培
っ
た
捜
査
の

経
験
を
大
い
に
活
用
す
る
意

向
だ
。

　

国
税
庁
は
こ
れ
ま
で
も
、

連
警
、
検
察
と
共
同
で
行
っ

た
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦

や
ゼ
ロ
テ
ス
作
戦
な
ど
だ
け

で
、
３
千
件
を
超
す
捜
査
の

突
破
口
を
開
き
、
追
徴
課
税

や
罰
金
、
滞
納
利
息
の
取
立

て
で
、
１
４
７
億
レ
ア
ル
を

取
り
戻
し
て
い
る
。

　

国
税
庁
は
こ
れ
ま
で
の
調

査
か
ら
、
税
制
犯
罪
の
多
く

は
、
他
人
名
義
や
架
空
名
義

の
口
座
を
使
っ
た
資
産
隠
し

や
、
横
領
し
た
公
金
の
資
金

洗
浄
の
形
で
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。

　

特
捜
班
は
国
税
庁
が
持
っ

て
い
る
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
情

報
を
洗
い
直
し
、
不
正
関
与

が
疑
わ
れ
る
公
務
員
と
そ
の

家
族
、
友
人
、
関
わ
り
の
あ

　

１
３
日
は
母
の
日
で
、
刑

務
所
の
受
刑
者
の
一
部
に
は

一
時
的
な
出
所
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
だ
１
０
代
だ
っ
た

２
０
０
２
年
に
両
親
の
計
画

殺
害
を
行
っ
た
ス
ザ
ー
ネ
・

フ
ォ
ン
・
リ
ク
ト
フ
ェ
ン
受

刑
囚
も
、
１
０
日
に
聖
州
ト

る
法
人
名
義
の
口
座
に
至
る

ま
で
の
出
入
金
、
不
動
産
売

買
、
契
約
行
為
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
取
引
な
ど
の
記
録
を
精
査

す
る
。
国
税
庁
監
査
部
総
合

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
・
カ
ン
ポ
ス
氏
は
、

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
そ
の
周
辺

の
人
物
の
不
審
な
金
の
動
き

を
見
つ
け
る
。
そ
れ
は
様
々

な
犯
罪
の
証
拠
や
手
が
か
り

と
な
る
」
と
し
た
。

　

し
か
し
、
伯
国
の
法
律
で

は
、不
正
蓄
財
や
所
得
隠
し
、

脱
税
行
為
の
場
合
は
、
罰
金

や
支
払
う
べ
き
だ
っ
た
税
金

を
払
う
よ
う
命
じ
ら
れ
る
だ

け
で
、
刑
事
罰
に
は
問
わ
れ

な
い
た
め
、
マ
ル
チ
ン
ス
副

長
官
は「
伯
国
国
税
庁
に
も
、

他
の
国
の
よ
う
に
、
口
座
凍

結
な
ど
も
行
え
る
よ
う
な
権

限
が
必
要
だ
」
と
語
っ
た
。

　

税
制
部
門
専
門
の
弁
護
士

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
リ
ベ
ル
ト
ゥ

約
50
人
の
汚
職
公
務
員
標
的
に

セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
の
ミ

ウ
ト
ン
・
タ
ヴ
ァ
レ
ス
・
デ
・

ソ
ウ
ザ
将
軍
（
ミ
ウ
チ
ー

ニ
ョ
）
や
、
全
国
情
報
サ
ー

ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｉ
）
の
（
後
の

ガ
イ
ゼ
ル
氏
の
後
任
大
統
領

で
も
あ
る
）ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ィ

ゲ
イ
レ
ー
ド
将
軍
ら
と
会
合

を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
会
議
で
ミ
ウ
チ
ー

ニ
ョ
氏
は
、
１
９
７
３
年
に

は
１
０
４
人
の
粛
清
が
行
わ

れ
た
」
と
の
報
告
を
行
い
、

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ー
ド
氏
も
粛
清

継
続
に
賛
成
し
た
と
い
う
。

ガ
イ
ゼ
ル
氏
は
再
民
主
化
を

考
え
て
い
た
た
め
、
再
考
を

求
め
た
が
、
４
月
１
日
に

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ー
ド
氏
に
「
粛

清
は
続
け
る
が
、
本
当
に
危

険
な
人
物
だ
け
に
限
っ
て
く

れ
」
と
語
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
会
合
後
の
４
月
３
日

と
４
日
に
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
、
内

部
分
裂
で
１
０
人
を
殺
害
し

調
査
員
の
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
そ
の
記
述
を
書
い

た
の
は
、
１
９
７
４
年
当
時

に
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

だ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ル

ビ
ー
氏
で
、
当
時
の
ヘ
ン

リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
長

官
宛
て
の
報
告
書
に
書
か
れ

て
い
た
と
い
う
。

　

問
題
の
報
告
書
は

２
０
１
５
年
に
機
密
扱
い
か

　

軍
政
時
代
の
１
９
７
４
〜

７
９
年
に
大
統
領
職
を
務
め

た
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ガ
イ
ゼ

ル
氏
（
１
９
０
７
〜
９
６

年
）
が
、
反
体
制
派
の
政
治

犯
の
粛
清
を
了
承
し
て
い
た

事
実
を
記
し
た
記
述
が
米
国

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
所
管
文
書
か
ら
見

つ
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
１
１
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

同
件
は
、
ジ
ェ
ツ
リ
オ
・

ヴ
ァ
ル
ガ
ス
財
団（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）

の
マ
チ
ア
ス
・
ス
ペ
ク
ト
ル Ｃ

Ｉ
Ａ
報
告
書
で
事
実
発
覚

プ
ラ
ト
・
フ
ェ
イ
ト
作
戦
発
動

民
主
化
促
進
イ
メ
ー
ジ
の
裏
で

た
ブ
ラ
ジ
ル
共
産
党
（
Ｐ
Ｃ

Ｂ
）
の
党
員
３
人
を
聖
市
で

誘
拐
し
、
拷
問
を
加
え
て
処

刑
死
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ガ
イ
ゼ
ル
氏
が
大

統
領
だ
っ
た
時
代
は
、
数
百

人
の
共
産
主
義
者
が
逮
捕
さ

れ
て
お
り
、
歴
史
的
政
治
犯

と
し
て
名
高
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
ヴ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
エ

ル
ゾ
ー
ギ
氏
ら
３
人
が
、
聖

市
の
陸
軍
秘
密
警
察
（
Ｄ

Ｏ
Ｉ
）
で
殺
害
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
死
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
秘
密

行
為
以
外
の
も
の
で
あ
っ

た
た
め
、
ガ
イ
ゼ
ル
氏
は

１
９
７
６
年
に
陸
軍
大
将
の

エ
ジ
ナ
ル
ド
・
ダ
ヴ
ィ
ラ
・

メ
ロ
氏
を
更
迭
し
て
い
る
。

　

ガ
イ
ゼ
ル
氏
は
７
９
年
の

恩
赦
法
制
定
な
ど
に
よ
り
、

「
民
主
化
を
進
め
た
」
と
い

う
印
象
を
持
た
れ
て
い
る
。

班
は
、
こ
れ
ら
８
０
０
人

の
デ
ー
タ
を
精
査
す
る
こ
と

で
、
今
月
末
ま
で
に
犯
罪
行

為
に
関
与
し
た
人
物
や
、
役

職
、
犯
罪
行
為
の
大
要
を
把

握
し
、
新
た
な
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
対
象
者
を
絞
り
込

む
意
向
だ
。

　

新
た
な
作
戦
の
対
象
と
な

る
人
物
は
約
５
０
人
と
な
る

見
込
み
で
、
そ
の
中
に
は
議

員
、
州
政
府
高
官
、
判
事
、

検
事
、
会
計
監
査
員
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
嫌
疑

は
、
資
金
洗
浄
、
贈
収
賄
、

資
産
隠
し
、
脱
税
な
ど
様
々

で
、
国
税
庁
の
管
轄
外
の
犯

罪
行
為
の
手
が
か
り
が
浮
上

し
た
場
合
は
、
検
察
庁
や
連

警
に
引
き
継
が
れ
る
。

　

国
税
庁
副
長
官
で
監
査
部

門
担
当
の
イ
ア
ガ
ロ
・
マ
ル

チ
ン
ス
氏
は
、「
特
捜
班
結

ガイゼル大統領（Presidência 
da República）

イアガロ・マルチンス国税庁副長官（Elza Fiuza Agencia Brasil）

「
周
辺
人
物
、法
人
口
座
も
洗
う
」

連　　警

シ
氏
も
、「
公
務
員
に
対
す

る
監
査
が
こ
れ
ま
で
緩
か
っ

た
こ
と
の
方
が
逆
に
不
思
議

だ
。
今
回
の
動
き
は
非
常
に

効
果
的
。
公
務
員
は
油
断
し

て
お
り
、
私
企
業
な
ど
が
慎

重
に
資
産
隠
し
な
ど
を
し
て

い
る
よ
う
な
対
策
は
採
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
」と
、

国
税
庁
エ
リ
ー
ト
捜
査
班
結

成
を
評
価
し
て
い
る
。

レ
メ
ン
ベ
ー
の
刑
務
所
を
仮

出
所
と
な
り
、
一
般
人
の
恋

人
と
共
に
刑
務
所
を
後
に
す

る
姿
が
見
ら
れ
た
。
ス
ザ
ー

ネ
氏
は
３
９
年
の
実
刑
判
決

を
受
け
て
い
る
が
、
既
に
刑

期
の
６
分
の
１
を
終
え
、
模

範
囚
で
も
あ
っ
た
た
め
、
現

在
は
昼
間
の
外
出
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

は
、
伯
国
の
法
律
で
認
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
問

題
が
な
い
と
言
え
ば
な
い
。

た
だ
、「
両
親
を
殺
害
し
て

お
い
て
母
の
日
に
恩
恵
を
受

け
る
と
は
」
と
思
う
人
も
少

な
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
ベ
ル
チ
オ
ガ
で
５
日

か
ら
、
ジ
ョ
ナ
タ
ン
・
リ

マ
・
オ
ジ
ェ
ガ
・
サ
ン
ト
ス

さ
ん
（
１
８
）
と
ル
ー
カ
ス
・

ダ
・
コ
ス
タ
・
バ
ジ
ー
ロ
さ

ん
（
２
０
）
の
２
人
が
行
方

不
明
と
な
り
、
現
在
も
捜
索

が
続
い
て
い
る
。
２
人
は
こ

の
日
、
セ
ル
フ
ィ
ー
（
自
撮

写
真
）
を
撮
る
た
め
に
、
他

の
友
人
３
人
と
聖
市
か
ら
浜

辺
に
日
帰
り
で
出
か
け
て
い

た
が
、
高
波
に
飲
ま
れ
て
姿

を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

浜
辺
は
危
険
地
域
と
し
て
有

名
だ
っ
た
と
い
う
。
景
色
は

美
し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
こ
が
落
と
し
穴
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
０
日
は
ブ
ラ
ジ
ル
杯
の

試
合
が
行
わ
れ
た
。
２
週
前

の
敵
地
戦
を
引
き
分
け
て
い

た
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
は
、
本

拠
地
で
の
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ

ア
戦
に
３
―
１
と
快
勝
し
、

準
々
決
勝
進
出
が
確
定
さ
せ

た
。
サ
ン
ト
ス
は
本
拠
地
で

エ
ー
ス
、
ガ
ビ
・
ゴ
ル
の
活

躍
で
ル
ー
ヴ
ェ
ル
デ
ン
セ
相

手
に
５
―
１
と
圧
勝
し
た
。

サ
ン
ト
ス
は
大
量
リ
ー
ド
を

持
っ
た
状
態
で
、
来
週
行
わ

れ
る
第
２
戦
に
臨
む
。

　

国
家
配
給
公
社
（
Ｃ
ｏ
ｎ

ａ
ｂ
）
は
１
０
日
、
８
回
目

と
な
る
１
７
／
１
８
農
年
の

収
穫
予
想
を
発
表
し
た
と

１
１
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が

報
じ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
１
７
年

８
月
か
ら
１
８
年
７
月
ま
で

の
穀
物
と
油
糧
種
子
の
予

想
生
産
量
は
、
前
回
の
予
想

か
ら
１
・
３
％
増
と
な
る
、

２
億
３
２
６
０
万
ト
ン
に
上

方
修
正
さ
れ
た
。

　

最
新
の
予
想
通
り
に
な
る

と
、
１
６
／
１
７
農
年
比
で

は
２
・
１
％
ダ
ウ
ン
だ
が
、

統
計
開
始
以
来
、
２
番
目
の

収
穫
量
に
は
な
る
。

　

穀
物
生
産
量
の
増
減
を
大

き
く
左
右
す
る
の
は
大
豆

だ
。
そ
の
大
豆
が
高
い
生
産

効
率
を
見
せ
、
収
穫
量
も
増

大
し
て
来
た
た
め
、
今
回
の

上
方
修
正
に
繋
が
っ
た
。

　

豆
類
の
収
量
は
、
前
農

年
の
１
億
１
４
９
６
万

ト
ン
比
２
・
６
％
増
の

１
億
１
７
０
０
万
ト
ン
、
と

う
も
ろ
こ
し
は
前
農
年
の

９
７
８
４
万
ト
ン
比
８
・

８
％
減
の
８
９
２
０
万
ト
ン

と
な
り
そ
う
だ
。

　

Ｃ
ｏ
ｎ
ａ
ｂ
と
は
独
自

に
、
１
月
〜
１
２
月
ま
で
の

区
切
り
で
各
年
の
収
穫
予
想

を
出
し
て
い
る
伯
国
地
理
統

計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
は
、
今

年
（
１
月
〜
１
２
月
）
の
収

穫
予
想
を
、
３
月
の
発
表

よ
り
０
・
３
％
引
き
下
げ
、

２
億
３
千
万
ト
ン
と
し
た
。

な
お
、
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
算
出
の

１
７
年
度
の
穀
物
収
穫
量
は

２
億
４
０
６
０
万
ト
ン
だ
っ

た
。

　

連
邦
警
察
と
国
庫
庁
（
Ｃ

Ｇ
Ｕ
）
は
９
日
、
聖
州
、
パ

ラ
ナ
州
、
バ
イ
ー
ア
州
、
ブ

ラ
ジ
リ
ア
連
邦
区
で
プ
ラ

ト
・
フ
ェ
イ
ト
作
戦
を
発
動

し
た
と
９
〜
１
１
日
付
伯
字

各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
作
戦
は
、
学
校
給
食
供

給
業
者
と
、
聖
州
内
各
市
の

市
長
、
元
市
長
、
市
議
、
公

務
員
、
私
企
業
関
係
者
ら
合

計
８
５
人
が
関
わ
る
不
正
を

摘
発
し
た
も
の
で
、
合
計

１
５
４
件
の
家
宅
捜
索
令
状

が
執
行
さ
れ
た
。

　

罪
状
に
は
不
正
入
札
、
犯

罪
組
織
形
成
、
贈
賄
、
収
賄

な
ど
が
並
び
、
量
刑
は
禁
固

１
〜
１
２
年
の
幅
が
あ
る
。

　
「
各
企
業
家
は
、
ロ
ビ
イ

ス
ト
を
使
っ
て
市
長
に
接
近

し
、
賄
賂
で
買
収
。
市
の
公

立
学
校
へ
の
給
食
供
給
の
外

に
も
、
学
用
品
、
制
服
な
ど

の
納
入
取
引
を
行
う
業
者
選

定
入
札
の
時
に
て
ご
こ
ろ
を

加
え
、
指
定
業
者
が
落
札
す

る
よ
う
に
仕
向
け
た
」
と
い

う
の
が
、
連
警
の
想
定
す
る

犯
罪
の
基
本
ス
キ
ー
ム
だ
。

　

Ｃ
Ｇ
Ｕ
と
連
警
に
よ
る

と
、
聖
州
内
の
市
と
業
者
間

の
契
約
で
は
、
計
６
５
件
、

総
額
１
６
億
レ
ア
ル
に
上
る

不
正
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
。

　

現
職
市
長
に
嫌
疑
が
か

か
っ
て
い
る
の
は
、
バ
ル
エ

リ
、
エ
ン
ブ
ー
・
ダ
ス
・
ア

ル
テ
ス
、
マ
ウ
ア
ー
、
カ
コ

ン
デ
、
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
、
オ

ラ
ン
ブ
ラ
、
オ
ル
ト
ラ
ン
ジ

ア
、
ラ
ラ
ン
ジ
ャ
ル
・
パ
ウ

リ
ス
タ
、
モ
ジ
・
グ
ア
ス
、

モ
ン
ガ
グ
ア
、パ
ウ
リ
ニ
ア
、

ピ
ラ
ス
ヌ
ン
ガ
、
レ
ジ
ス
ト

ロ
の
１
４
市
で
、
元
市
長
に

嫌
疑
が
か
か
っ
て
い
る
の
は

ア
グ
ア
ス
・
デ
・
リ
ン
ド
イ

ア
、
ピ
ラ
ス
ヌ
ン
ガ
、
マ
ウ

ア
ー
、
マ
イ
リ
ン
ケ
の
４
市

だ
。

　

９
日
の
作
戦
で
は
、
モ
ン

ガ
グ
ア
市
の
ア
ル
ト
ゥ
ー

ル
・
プ
ロ
シ
ー
ダ
市
長
（
民

主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
と

マ
ウ
ア
ー
市
の
政
治
家
２
人

が
逮
捕
さ
れ
た
。
プ
ロ
シ
ー

ダ
市
長
は
４
６
０
万
レ
ア
ル

と
２
１
万
７
千
ド
ル
の
現
金

を
、
マ
ウ
ア
ー
市
の
二
人
も

５
８
万
７
千
レ
、
８
万
７
千

レ
の
現
金
を
押
収
さ
れ
た
。

　

１
９
９
９
年
、
２
０
０
０

年
に
〃
学
校
給
食
マ
フ
ィ
ア

〃
と
呼
ば
れ
て
有
名
に
な
っ

た
業
者
が
、今
回
の
プ
ラ
ト
・

フ
ェ
イ
ト
作
戦
で
暴
か
れ
た

不
正
の
裏
側
で
も
暗
躍
し
て

い
た
と
連
警
は
指
摘
し
て
い

る
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
伯
国
代
表

（
セ
レ
ソ
ン
）
の
右
サ
イ
ド

バ
ッ
ク
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、
ダ

ニ
エ
ル
・
ア
ウ
ヴ
ェ
ス
（
Ｐ

Ｓ
Ｇ
、
３
５
、
通
称
ダ
ニ
・

ア
ウ
ヴ
ェ
ス
）
が
１
１
日
、

右
ひ
ざ
の
故
障
の
た
め
、
６

月
に
ロ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
る

Ｗ
杯
に
は
出
場
不
能
と
判
断

さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
１
１
日
付
伯
字
サ

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

ダ
ニ
は
８
日
に
行
わ
れ
た

フ
ラ
ン
ス
杯
の
決
勝
で
右
ひ

ざ
の
前
十
字
靭
帯
が
骨
か
ら

剥
が
れ
る
怪
我
を
負
っ
た
。

　

そ
の
直
後
の
診
断
で
は

「
手
術
が
必
要
か
は
３
週
間

後
に
判
明
す
る
」
と
判
断
さ

れ
、
こ
の
時
点
で
Ｗ
杯
出
場

は
微
妙
に
な
っ
て
い
た
。

　
「
診
断
結
果
が
良
け
れ
ば

出
場
も
」
と
の
向
き
も
あ
っ

た
が
、
セ
レ
ソ
ン
の
医
師
が

診
断
し
た
と
こ
ろ
、「
手
術

が
必
要
か
が
判
明
す
る
の
が

５
月
末
で
、
手
術
が
不
要
で

も
通
常
通
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
可
能
に
な
る
ま
で
に
６

週
間
は
必
要
」
と
の
判
断
と

な
り
、
出
場
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。

　

セ
レ
ソ
ン
医
師
の
悲
し
い

判
断
は
、
Ｗ
杯
へ
の
セ
レ
ソ

ン
発
表
が
予
定
さ
れ
る
１
４

日
の
３
日
前
の
事
だ
っ
た
。

右
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
だ
っ
た
ダ
ニ
は
、
既
に

２
３
人
枠
入
り
内
定
を
受
け

て
い
た
。

　

ダ
ニ
は
２
０
１
０
年
、

１
４
年
の
Ｗ
杯
に
も
出
場
し

た
ベ
テ
ラ
ン
で
、
３
５
歳
を

迎
え
た
今
も
好
調
を
維
持

外国為替市況
中銀サイトより

5月11日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.6008  R$
買　3.5999  R$

円相場
売　0.0329  R$
買　0.0329  R$

エリート監査員チームを結成国税庁
　

国
税
庁
は
こ
れ
ま
で
に
、

何
ら
か
の
不
正
が
疑
わ
れ

る
デ
ー
タ
が
あ
る
公
務
員

２
０
万
人
に
関
す
る
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
不
正
関
与

の
可
能
性
の
強
い
公
務
員
を

８
０
０
人
ま
で
絞
り
込
ん

だ
。
今
回
結
成
さ
れ
た
捜
査

17
／
18
農
年
収
穫
量
を
上
方
修
正

前
農
年
に
次
ぐ
収
穫
量
確
保
？

聖
州
各
市
長
に
給
食
汚
職
の
嫌
疑

ガイゼル大統領

７
４
年
に
政
治
犯
粛
清
を
了
承

（２）２０１８年 第４９９６号 ５月 １２日 （土曜日）

国家配給公社

Ｄ
ア
ウ
ヴ
ェ
ス
が
出
場
断
念

選
手
発
表
の
３
日
前
に

サッカーＷ杯

し
、
南
米
予
選
で
も
活
躍
。

と
り
わ
け
、
そ
の
攻
撃
力
は

世
界
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
た
だ
け
に
、
セ
レ
ソ
ン

へ
の
影
響
は
小
さ
く
な
い
と

見
ら
れ
て
い
る
。

5 月 11 日：日の出 6:31 日の入 17:34

5 月
12 日
13 日 
14 日
12 日
13 日 
14 日
12 日
13 日 
14 日

天気
晴一時曇

曇
晴一時曇

曇
曇

晴一時曇
晴一時曇

曇
晴一時曇

天

気

予

報

最高
25 度
22 度
24 度
26 度
25 度
26 度
28 度
29 度
30 度

最低
17 度
17 度
17 度
22 度
22 度
22 度
18 度
18 度
19 度

サンパ
ウロ市

海岸

内陸



　

冒ぼ
う

頭と
う

か
ら
、
画が

面め
ん

に
は
ヒ
ト
ラ
ー
が
演え

ん

説ぜ
つ

す
る
場ば

面め
ん

が
映う

つ

し
出だ

さ
れ
た
。
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
の
古ふ

る

舘た
ち

伊い

知ち

郎ろ
う

氏し

が
次つ

ぎ

の

よ
う
に
語か

た

り
だ
す
。

・
・
・
専せ

ん

門も
ん

家か

の
間あ

い
だ
で
は
ド
イ
ツ
の
あ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲け

ん

法ぽ
う

の

『
国こ

っ

家か

緊き
ん

急き
ゅ
う

権け
ん

』。
こ
の
教

き
ょ
う

訓く
ん

に
学ま

な

ぶ
べ
き
だ
と
い
う
声こ

え

が

か
な
り
上あ

が
っ
て
き
て
い
る
の
も
事じ

実じ
つ

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
国こ

っ

家か

緊き
ん

急き
ゅ
う

権け
ん

を
悪あ

く

用よ
う

す
る
形か

た
ち
で
結け

っ

果か

ナ
チ
の
台た

い

頭と
う

が
あ
っ
た
。

[

１
， ｐ
１
２
７]

　

古ふ
る

舘た
ち

キ
ャ
ス
タ
ー
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
演え

ん

説ぜ
つ

の
映え

い

像ぞ
う

を
背は

い

景け
い

に

語か
た

り
続つ

づ

け
る
。

　

で
も
ヒ
ト
ラ
ー
と
い
う
の
は
軍ぐ

ん

や
ク
ー
デ
タ
ー
で
独ど

く

裁さ
い

を
確か

く

立り
つ

し
た
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
合ご

う

法ほ
う

的て
き

に
実じ

つ

は
実じ

つ

現げ
ん

し
て
い

る
ん
で
す
。
実じ

つ

は
、
世せ

界か
い

一い
ち

民み
ん

主し
ゅ

的て
き

な
は
ず
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲け

ん

法ぽ
う

の
一ひ

と
つ
の
条

じ
ょ
う

文ぶ
ん

が
独ど

く

裁さ
い

に
繋つ

な

が
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
ヒ

ト
ラ
ー
は
つ
い
に
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲け

ん

法ぽ
う

自じ

体た
い

を
停て

い

止し

さ
せ
ま

し
た
。・
・
・[

１
， ｐ
１
２
８]

　

じ
ゃ
あ
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
ど
う
し
た
ん
だ
、
と
。
実じ

つ

は
使つ

か

っ
た

の
は
ワ
イ
マ
ー
ル
憲け

ん

法ぽ
う

の
第だ

い

４
８
条じ

ょ
う
、『
国こ

っ

家か

緊き
ん

急き
ゅ
う

権け
ん

』
と
い

う
や
つ
な
ん
で
す
。[

１
， ｐ
１
３
２]

　
こ
う
し
て
、
番ば

ん

組ぐ
み

は
ヒ
ト
ラ
ー
の
独ど

く

裁さ
い

を
生う

ん
だ
「
国こ

っ

家か

緊き
ん

急き
ゅ
う

権け
ん

」
と
、
自じ

民み
ん

党と
う

改か
い

憲け
ん

草そ
う

案あ
ん

の
「
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

条じ
ょ
う

項こ
う

」

を
重か

さ

ね
合あ

わ
せ
て
い
く
。
テ
レ
ビ
朝あ

さ

日ひ

の
『
報ほ

う

道ど
う

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
』
が
平へ

い

成せ
い

２
８(

２
０
１
６)

年ね
ん

３
月が

つ

１
８
日に

ち

に
放ほ

う

送そ
う

し
た

特と
く

集し
ゅ
う「
憲け

ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

の
行ゆ

く

方え

…
『
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

条じ
ょ
う

項こ
う

』・ワ
イ
マ
ー

ル
憲け

ん

法ぽ
う

が
生う

ん
だ
独ど

く

裁さ
い

の″
教き

ょ
う

訓く
ん

〟」
の
冒ぼ

う

頭と
う

シ
ー
ン
で
あ
る
。

　

番ば
ん

組ぐ
み

で
は
、
続つ

づ

け
て
「
内な

い

閣か
く

は
法ほ

う

律り
つ

と
同ど

う

一い
つの
効こ

う

力り
ょ
くを
有ゆ

う

す

る
政せ

い

令れ
い

を
制せ

い

定て
い

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
条

じ
ょ
う

文ぶ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

偏へ
ん

向こ
う

テ
レ
ビ
か
ら

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

社し
ゃ

会か
い

を
守ま

も

る
道み

ち

２０１７年
ねん

１２月
がつ

１７日
にち

版
 ばん

し
て
、「
ワ
イ
マ
ー
ル
憲け

ん

法ぽ
う

研け
ん

究き
ゅ
うの
権け

ん

威い

で
あ
る
」
ミ
ハ
エ
ル
・

ド
ラ
イ
ア
ー
氏し

（
イ
エ
ナ
大だ

い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

）
の
次つ

ぎ

の
よ
う
な
見け

ん

解か
い

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。

　

こ
の
内な

い

容よ
う

は
ワ
イ
マ
ー
ル
憲け

ん

法ぽ
う

４
８
条じ

ょ
う
（
国こ

っ

家か

緊き
ん

急き
ゅ
う

権け
ん

）

を
思お

も

い
起お

こ
さ
せ
ま
す
。
内な

い

閣か
く

の
一ひ

と

人り

の
人に

ん

間げ
ん

に
利り

用よ
う

さ
れ
る

危き

険け
ん

性せ
い

が
あ
り
、
と
て
も
問も

ん

題だ
い

で
す
。・
・
・
特と

く

に
（
議ぎ

会か
い

や

憲け
ん

法ぽ
う

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

な
ど
の
）
チ
ェッ
ク
が
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
思お

も

え
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
権け

ん

力り
ょ
くの
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うに
は
通つ

う

常じ
ょ
うの
法ほ

う

律り
つ

よ
り
も
多お

お

く
の
チ
エ

ツ
ク
が
必ひ

つ

要よ
う

で
す
。
議ぎ

会か
い

か
ら
の
厳き

び

し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
な

い
と
悪あ

く

用よ
う

の
危き

険け
ん

性せ
い

を
与あ

た

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。[
１
， ｐ

１
３
７]

　

番ば
ん

組ぐ
み

は
改か

い

憲け
ん

草そ
う

案あ
ん

の
一い

ち

部ぶ

を
表

ひ
ょ
う

示じ

し
て
、
内な

い

閣か
く

総そ
う

理り

大だ
い

臣じ
ん

が
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

を
宣せ

ん

言げ
ん

す
れ
ば
、「
法ほ

う

律り
つ

と
同ど

う

一い
つの
効こ

う

力り
ょ
くを
有ゆ

う

す

る
政せ

い

令れ
い

を
制せ

い

定て
い

す
る
こ
と
が
で
き
る
」「
財ざ

い

政せ
い

上じ
ょ
う

必ひ
つ

要よ
う

な
支し

出し
ゅ
つそ
の
他ほ

か

の
処し

ょ

分ぶ
ん

を
行お

こ
ない
」
等と

う

々と
う

、
首し

ゅ

相し
ょ
うに
ど
れ
ほ
ど
の
権け

ん

限げ
ん

を
与あ

た

え
る
か
を
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　
「
日に

本ほ
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
憲け

ん

法ぽ
う

学が
く

者し
ゃ

の
一ひ

と

人り

」
と
さ
れ
る
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
の
長は

谷せ

部べ

恭や
す

男お

氏し

も
「
場ば

合あ
い

に
よ
っ
て
は
令れ

い

状じ
ょ
うな
し

で
怪あ

や

し
い
と
思お

も

わ
れ
れ
ば
拘こ

う

束そ
く

を
さ
れ
る
、
そ
ん
な
こ
と
に
な

る
と
い
う
こ
と
も
理り

屈く
つ

と
し
て
は
あ
り
得え

る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
。

　
こ
れ
で
は
、
い
か
に
も
自じ

民み
ん

党と
う

の
改か

い

憲け
ん

に
よ
る
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

条じ
ょ
う

項こ
う

で
日に

本ほ
ん

に
も
「
安あ

倍べ

ヒ
ト
ラ
ー
」
が
生う

ま
れ
、
暗あ

ん

黒こ
く

の

独ど
く

裁さ
い

国こ
っ

家か

へ
の
道み

ち

が
開ひ

ら

か
れ
て
し
ま
う
、
と
普ふ

通つ
う

の
国こ

く

民み
ん

な
ら

思お
も
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

ニ
ュ
ー
ス
番ば

ん

組ぐ
み

で
メ
イ
ン
・
キ
ャ
ス
タ
ー
自じ

身し
ん

が
特と

く

定て
い

の
意い

見け
ん

を
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
、
し
か
も
同お

な

じ
意い

見け
ん

だ
け
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が

登と
う

場じ
ょ
うす
る
、
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
筆ひ

っ

者し
ゃ

が
ア
メ
リ
カ
で
良よ

く

見み

て
い
た
ニ
ュ
ー
ス
番ば

ん

組ぐ
み

と
は
全ま

っ
た
く
異こ

と

な
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ス
番ば

ん

組ぐ
み

で
は
、
た
と
え
ば
議ぎ

院い
ん

で
対た

い

立り
つ

し
て
い
る
法ほ

う

案あ
ん

な
ど
に
関か

ん

し
て
、
与よ

党と
う

、
野や

党と
う

か
ら
１
人り

ず
つ

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
登と

う

場じ
ょ
うし
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
す
る
。
画が

面め
ん

が
左さ

右ゆ
う

に
二に

分ぶ
ん

さ
れ
て
、
双そ

う

方ほ
う

が
並な

ら

ん
で
映う

つ

し
出だ

さ
れ
る
、

と
い
う
構こ

う

成せ
い

も
よ
く
使つ

か

わ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
・
キ
ャ
ス
タ
ー
は

あ
く
ま
で
行

ぎ
ょ
う

司じ

役や
く

で
あ
る
。
ま
さ
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
（
対た

い

論ろ
ん

）
の

形か
た
ちで
あ
る
。

　

議ぎ

論ろ
ん

が
激げ

き

し
て
く
る
と
、
双そ

う

方ほ
う

が
同ど

う

時じ

に
発は

つ

言げ
ん

し
て
、
収

し
ゅ
う

拾し
ゅ
うが
つ
か
な
く
な
る
事こ

と

も
多た

た々

あ
る
が
、
時じ

間か
ん

が
来く

る
と
キ
ャ

ス
タ
ー
が
議ぎ

論ろ
ん

を
要よ

う

約や
く

し
て
、「
こ
う
い
う
あ
た
り
が
両

り
ょ
う

者し
ゃ

の

意い

見け
ん

が
対た

い

立り
つ

す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
」
と
視し

聴ち
ょ
う

者し
ゃ

に
自み

ず
か
ら
考

か
ん
が

え
る
べ
き
点て

ん

を
提て

い

供き
ょ
うし
て
終お

わ
る
。

　
こ
の『
報ほ

う

道ど
う

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』の「
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

条じ
ょ
う

項こ
う

」報ほ
う

道ど
う

が
、

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ス
番ば

ん

組ぐ
み

の
対た

い

論ろ
ん

形け
い

式し
き

で
さ
れ
た
ら
ど
う
な

る
か
、
誌し

上じ
ょ
うシ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
み
よ
う
。
自じ

民み
ん

党と
う

側が
わ

か
ら
は
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うに
登と

う

場じ
ょ
うい
た
だ
い
て
、
ミ
ハ
イ
ル
・
ド
ラ
イ

ア
ー
氏し

や
長は

谷せ

部べ

恭や
す

男お

氏し

と
対た

い

決け
つ

し
て
貰も

ら

お
う
。

　

ミ
ハ
エ
ル
・
ド
ラ
イ
ア
ー
氏し

が
「（
議ぎ

会か
い

や
憲け

ん

法ぽ
う

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

な

ど
の
）
チ
ェッ
ク
が
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

」
と
し
た
点て

ん

に
関か

ん

し
て
、
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うは「
あ
な
た
は
第だ

い

９
８
条じ

ょ
う３
項こ

う

を
見み

て
言い

っ
て
る
の
で
す
か
」

と
言い

っ
て
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
パ
ネ
ル
を
見み

せ
る
。

　

第だ
い

９
８
条じ

ょ
う
３
項こ

う　

・
・
・（
国こ

っ

会か
い

で
）
不ふ

承し
ょ
う

認に
ん

の
議ぎ

決け
つ

が

あ
っ
た
と
き
、
国こ

っ

会か
い

が
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

の
宣せ

ん

言げ
ん

を
解か

い

除じ
ょ

す
べ
き
旨む

ね

を
議ぎ

決け
つ

し
た
と
き
、・
・
・
当と

う

該が
い

宣せ
ん

言げ
ん

を
速す

み

や
か
に
解か

い

除じ
ょ

し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
百

ひ
ゃ
く

日に
ち

を
超こ

え
て
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

の

宣せ
ん

言げ
ん

を
継け

い

続ぞ
く

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
百

ひ
ゃ
く

日に
ち

を
超こ

え
る
ご
と

に
、
事じ

前ぜ
ん

に
国こ

っ

会か
い

の
承

し
ょ
う

認に
ん

を
得え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。[

１
， 

ｐ
１
４
０]

　
こ
の
パ
ネ
ル
を
見み

せ
な
が
ら
、
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
反は

ん

論ろ
ん

す
る
。

　

こ
の
条

じ
ょ
う

項こ
う

は
な
ぜ
か
先さ

き

ほ
ど
の
紹

し
ょ
う

介か
い

で
は
隠か

く

さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
国こ

っ

会か
い

が
議ぎ

決け
つ

す
れ
ば
、
緊き

ん

急
き
ゅ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

は
解か

い

除じ
ょ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
よ
。
し
か

も
１
０
０
日に

ち

以い

上じ
ょ
う

続つ
づ

け
よ
う
と
し
た
ら
、
さ
ら
に
国こ

っ

会か
い

の
承

し
ょ
う

認に
ん

を
得え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
い
う
点て

ん

を
隠か

く

し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
が
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

だ
な
ど
と

言い

う
の
は
、
お
か
し
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
条

じ
ょ
う

項こ
う

を
踏ふ

ま
え
た
上う

え

で
、ど
こ
が
ど
う
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
の
か
、明あ

き

ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うの
反は

ん

論ろ
ん

で
、
視し

聴ち
ょ
う

者し
ゃ

は
こ
う
い
う
大だ

い

事じ

な
項こ

う

目も
く

を
隠か

く

し
た
ま
ま
「
チ
ェッ
ク
が
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

」
な
ど
と
い
う
ミ
ハ
エ

ル
・
ド
ラ
イ
ア
ー
氏し

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うは
、
そ
の
ま
ま
で
は
信し

ん

じ
ら
れ
な

い
、と
気き

が
つ
く
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
議ぎ

会か
い

な
ど
に
よ
る
チ
ェッ

１
．「
一ひ

と

つ
の
条じ

ょ
う

文ぶ
ん

が
独ど

く

裁さ
い

に

　
　
　
　
　

繋つ
な

が
っ
て
し
ま
っ
た
」

ク
」
が
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
今い

ま

の
自じ

民み
ん

党と
う

案あ
ん

で
は
不ふ

十
じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
の
か
、
諸し

ょ

外が
い

国こ
く

で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
考か

ん
が
え
る
。

　
こ
う
い
う
デ
ィ
ベ
ー
ト
形け

い

式し
き

な
ら
、
建け

ん

設せ
つ

的て
き

に
議ぎ

論ろ
ん

を
深ふ

か

め

る
こ
と
が
で
き
て
、
視し

聴ち
ょ
う

者し
ゃ

も
勉べ

ん

強き
ょ
うに
な
る
。
こ
れ
は
主し

ゅ

権け
ん

者し
ゃ

た
る
国こ

く

民み
ん

に
物も

の

事ご
と

を
よ
く
考か

ん
が
え
さ
せ
て
、
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
基き

盤ば
ん

作づ
く

り
に
貢こ

う

献け
ん

す
る
方ほ

う

法ほ
う

で
あ
る
。

　

逆ぎ
ゃ
くに
実じ

っ

際さ
い

の
『
報ほ

う

道ど
う

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
の
よ
う
に
、
一い

ち

部ぶ

の

情じ
ょ
う

報ほ
う

に
目め

隠か
く

し
さ
れ
た
ま
ま
「
チ
ェッ
ク
が
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

」
だ
な

ど
と
信し

ん

じ
込こ

ま
さ
れ
る
の
は
、
シ
ナ
や
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

な
ど
全ぜ

ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

国こ
く

に
ふ
さ
わ
し
い
洗せ

ん

脳の
う

手し
ゅ

法ほ
う

で
あ
る
。

　

長は

谷せ

部べ

恭や
す

男お

氏し

の
「
令れ

い

状じ
ょ
うな
し
で
怪あ

や

し
い
と
思お

も

わ
れ
れ
ば

拘こ
う

束そ
く

を
さ
れ
る
」
と
い
う
発は

つ

言げ
ん

に
対た

い

し
て
も
、
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
こ

ん
な
ふ
う
に
反は

ん

論ろ
ん

す
る
。

　

第だ
い

９
９
条じ

ょ
う

３
項こ

う

で
は
『
基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

に
関か

ん

す
る
規き

定て
い

は
、

最さ
い

大だ
い

限げ
ん

に
尊そ

ん

重ち
ょ
うさ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
謳う

た

っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
そ
ん
な
事こ

と

は
禁き

ん

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ハ
エ
ル
・
ド
ラ
イ
ア
ー
氏し

と
同ど

う

様よ
う

、
あ
な
た
も
法ほ

う

案あ
ん

の
中な

か

で
、
自じ

分ぶ
ん

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うに
都つ

合ご
う

の
悪わ

る

い
部ぶ

分ぶ
ん

は
隠か

く

し
て
、
あ
り
得え

な
い
事じ

態た
い

を
言い

い
立た

て
て
い
る
。
あ
な
た
は
「
日に

本ほ
ん

を
代だ

い

表
ひ
ょ
う

す
る
憲け

ん

法ぽ
う

学が
く

者し
ゃ

の
一ひ

と

人り

」
と
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
た
が
、
法ほ

う

案あ
ん

全ぜ
ん

体た
い

を

読よ

ま
ず
に
空く

う

想そ
う

的て
き

な
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
し
て
い
る
な
ら
そ
ん
な
資し

格か
く

は

な
い
し
、
知し

っ
て
い
て
隠か

く

し
て
い
る
な
ら
詐さ

欺ぎ

じ
ゃ
な
い
で
す

か
？

　

長は

谷せ

部べ

恭や
す

男お

氏し

が
ど
ん
な
返へ

ん

答と
う

が
で
き
る
の
か
見み

物も
の

で
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
い
う
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
通つ

う

じ
て
、
視し

聴ち
ょ
う

者し
ゃ

は
ど
ち
ら
の
主し

ゅ

張ち
ょ
うが
よ
り
納な

っ

得と
く

性せ
い

が
あ
る
か
を
判は

ん

断だ
ん

し

て
い
く
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うな
ら
メ
イ
ン
・
キ
ャ
ス
タ
ー
の
古ふ

る

舘た
ち

氏し

に
、

次つ
ぎ

の
よ
う
な
舌ぜ

っ

鋒ぽ
う

を
浴あ

び
せ
か
け
る
か
も
知し

れ
な
い
。

　

こ
の
番ば

ん

組ぐ
み

の
冒ぼ

う

頭と
う

で
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲け

ん

法ぽ
う

の
「
国こ

っ

家か

緊き
ん

急
き
ゅ
う

権け
ん

」
が
独ど

く

裁さ
い

に
繋つ

な

が
っ
て
し
ま
っ
た
と
、
古ふ

る

舘た
ち

さ
ん
、
あ
な
た

は
言い

い
ま
し
た
ね
。
そ
し
て
、
自じ

民み
ん

党と
う

の
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

条じ
ょ
う

項こ
う

も
同お

な

じ
だ
と
言い

い
た
い
よ
う
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
待ま

っ
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
も
そ
も
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

条じ
ょ
う

項こ
う

は
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
憲け

ん

法ぽ
う

で
１
０
３

か
国こ

く

、
特と

く

に
こ
の
３
０
年ね

ん

間か
ん

に
制せ

い

定て
い

さ
れ
た
憲け

ん

法ぽ
う

で
は
全す

べ

て

の
国く

に

が
採さ

い

用よ
う

し
て
い
ま
す
。
も
し
、
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

条じ
ょ
う

項こ
う

が
ヒ

ト
ラ
ー
を
生う

む
と
い
う
な
ら
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うが
ヒ
ト
ラ
ー
だ
ら
け

に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
実じ

っ

際さ
い

に
は
そ
う
な
っ
て

い
な
い
。
あ
な
た
は
な
ぜ
、こ
う
い
う
事じ

実じ
つ

を
隠か

く

す
の
で
す
か
。

　

そ
れ
で
も
我わ

れ

々わ
れ

自じ

民み
ん

党と
う

案あ
ん

の
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

条じ
ょ
う

項こ
う

が
ヒ
ト

ラ
ー
を
生う

む
と
言い

う
な
ら
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
憲け

ん

法ぽ
う

の
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

条じ
ょ
う

項こ
う

と
自じ

民み
ん

党と
う

案あ
ん

の
、
ど
こ
が
ど
う
違ち

が

っ
て
い
る
の
か
を
論ろ

ん

証し
ょ
うす
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
議ぎ

論ろ
ん

を
す
る
な
ら
、
我わ

れ

々わ
れ

の
案あ

ん

を
も
っ
と
良よ

く
す
る
ア
イ
デ
ア
も
得え

ら
れ
る
か
も
知し

れ
な

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読

よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
令れ

い

状じ
ょ
う

な
し
で
怪あ

や

し
い
と

　
　

思お
も

わ
れ
れ
ば
拘こ

う

束そ
く

を
さ
れ
る
」

（３） ２０１８年第４９９６号 	 ５月	１２日	（土曜日）

６
．「
ヒ
ト
ラ
ー
ば
り
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

　
　
　
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

３
．
ア
メ
リ
カ
の

　
　
ニ
ュ
ー
ス
番ば

ん

組ぐ
み

と
の
違ち

が

い

４
．「
あ
な
た
は
第だ

い

９
８
条じ

ょ
う

３
項こ

う

　
　

 

も
見み

て
言い

っ
て
る
の
で
す
か
」

　

放ほ
う

送そ
う

法ほ
う

を
無む

視し

し
て
偏へ

ん

向こ
う

報ほ
う

道ど
う

を
繰く

り
返か

え

す
確か

く

信し
ん

犯は
ん

的て
き

テ
レ
ビ
局き

ょ
く

を
い
か
に
正た

だ

す
か
。

７
．
罰ば

っ

則そ
く

の
な
い
放ほ

う

送そ
う

法ほ
う

い
。

　

そ
れ
も
せ
ず
に
、
自じ

民み
ん

党と
う

案あ
ん

が
ヒ
ト
ラ
ー
を
生う

む
よ
う
に

見み

せ
か
け
る
の
は
、
そ
れ
こ
そ
ヒ
ト
ラ
ー
ば
り
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うの
舌ぜ

っ

鋒ぽ
う

は
、
さ
ら
に
鋭す

る
ど
く
な
る
。

　

そ
も
そ
も
メ
イ
ン
・
キ
ャ
ス
タ
ー
の
あ
な
た
が
、
我わ

が
党と

う

の

緊き
ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

条じ
ょ
う

項こ
う

を
否ひ

定て
い

す
る
側が

わ

に
つ
い
て
番ば

ん

組ぐ
み

を
構こ

う

成せ
い

す

る
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
サ
ッ
カ
ー
の
試し

合あ
い

で
、
審し

ん

判ぱ
ん

役や
く

が
相あ

い

手て

側が
わ

に
つ
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
じ
ゃ
あ

八や

百お

長ち
ょ
う

試じ

合あ
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

さ
ら
に
言い

え
ば
、
も
と
も
と
の
番ば

ん

組ぐ
み

構こ
う

成せ
い

で
は
、
私わ

た
し
も
登と

う

場じ
ょ
うで
き
ず
、
自じ

民み
ん

党と
う

側が
わ

は
何な

ん

の
反は

ん

論ろ
ん

の
機き

会か
い

も
与あ

た

え
ら
れ
な

か
っ
た
。
い
わ
ば
、
相あ

い

手て

チ
ー
ム
の
い
な
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、

あ
な
た
側が

わ

は
好す

き
な
よ
う
に
シ
ュ
ー
ト
し
て
、
さ
も
得と

く

点て
ん

を
上あ

げ
た
よ
う
に
見み

せ
か
け
て
い
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
ん

な
の
は
ゲ
ー
ム
で
す
ら
な
い
。

　

あ
な
た
も
ニ
ュ
ー
ス
番ば

ん

組ぐ
み

の
キ
ャ
ス
タ
ー
な
ら
、
放ほ

う

送そ
う

法ほ
う

く

ら
い
は
知し

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
第だ

い

４
条じ

ょ
う
に
は
こ
う
あ
り

ま
す
。

　
　

二に

、
政せ

い

治じ

的て
き

に
公こ

う

平へ
い

で
あ
る
こ
と
。

　
　

三さ
ん

、
報ほ

う

道ど
う

は
事じ

実じ
つ

を
ま
げ
な
い
で
す
る
こ
と
。

　
　

四よ
ん

、
意い

見け
ん

が
対た

い

立り
つ

し
て
い
る
問も

ん

題だ
い

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ

　
　
　
　

け
多お

お

く
の
角か

く

度ど

か
ら
論ろ

ん

点て
ん

を
明あ

き

ら
か
に
す
る
こ
と
。

　

あ
な
た
の
番ば

ん

組ぐ
み

作づ
く

り
は
、こ
れ
ら
す
べ
て
を
無む

視し

し
て
い
る
。

そ
れ
こ
そ
ヒ
ト
ラ
ー
を
生う

む
道み

ち

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

古ふ
る

舘た
ち

氏し

の
「
名め

い

誉よ

」
の
た
め
に
言い

っ
て
お
く
と
、
放ほ

う

送そ
う

法ほ
う

を

無む

視し

し
た
番ば

ん

組ぐ
み

作づ
く

り
は
、
テ
レ
ビ
朝あ

さ

日ひ

の
『
報ほ

う

道ど
う

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
』
だ
け
で
は
無な

い
。
小お

川が
わ

榮え
い

太た

郎ろ
う

氏し

の
『
徹て

っ

底て
い

検け
ん

証し
ょ
う 

テ
レ

ビ
報ほ

う

道ど
う

「
嘘う

そ

」
の
か
ら
く
り
』[

１]

を
読よ

め
ば
、
同ど

う

様よ
う

の
事じ

例れ
い

が
こ
れ
で
も
か
と
言い

う
ほ
ど
に
で
て
く
る
。

　

小お

川が
わ

氏し

は
、
放ほ

う

送そ
う

法ほ
う

が
こ
れ
だ
け
無む

視し

さ
れ
て
い
る
理り

由ゆ
う

を
、
罰ば

っ

則そ
く

が
な
い
か
ら
だ
と
指し

摘て
き

す
る
。
小お

川が
わ

氏し

は
米べ

い

、
英え

い

、

仏ふ
つ

、
独ど

く

、
韓か

ん

国こ
く

の
放ほ

う

送そ
う

法ほ
う

と
比ひ

較か
く

し
、
こ
れ
ら
の
国く

に

で
は
、

訂て
い

正せ
い

放ほ
う

送そ
う

命め
い

令れ
い

や
課か

徴ち
ょ
う

金き
ん

、
放ほ

う

送そ
う

免め
ん

許き
ょ

停て
い

止し

又ま
た

は
取と

り

消け
し

の

処し
ょ

分ぶ
ん

す
ら
あ
り
得え

る
事こ

と

を
示し

め

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス

を
除の

ぞ

く
４
カ
国こ

く

で
は
、
刑け

い

事じ

罰ば
つ

を
課か

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
氏し

は
結け

つ

論ろ
ん

づ
け
る
。

　

今い
ま

、
日に

本ほ
ん

に
ど
う
し
て
も
必ひ

つ

要よ
う

な
の
は
テ
レ
ビ
を
政せ

い

府ふ

か

ら
守ま

も

る
こ
と
で
は
な
く
、テ
レ
ビ
の
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

な
電で

ん

波ぱ

独ど
く

占せ
ん

か
ら
、

国こ
く

民み
ん

の
知し

る
権け

ん

利り

を
守ま

も

る
制せ

い

度ど

的て
き

保ほ

障し
ょ
うな
の
で
す
。[

１
， ｐ

２
０
５]

　
「
電で

ん

波ぱ

独ど
く

占せ
ん

」
と
い
う
の
は
、
国こ

く

民み
ん

の
財ざ

い

産さ
ん

で
あ
る
、
限か

ぎ

ら

れ
た
電で

ん

波ぱ

を
、
現げ

ん

行こ
う

テ
レ
ビ
局き

ょ
く
が
異い

常じ
ょ
うな
低て

い

価か

格か
く

で
使つ

か

っ
て
、

稼か
せ

い
で
る
か
ら
で
あ
る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
テ
レ
ビ
局

き
ょ
く

全ぜ
ん

体た
い

の
電で

ん

波ぱ

利り

用よ
う

料り
ょ
う

負ふ

担た
ん

は
総そ

う

計け
い

で

３
４
億お

く

４
７
０
０
万ま

ん

円え
ん

。
そ
れ
に
対た

い

し
営え

い

業ぎ
ょ
う

収し
ゅ
う

益え
き

は
３
兆

ち
ょ
う

円え
ん

を
超こ

え
る
。
電で

ん

波ぱ

の
仕し

入い

れ
コ
ス
ト
は
、
営え

い

業ぎ
ょ
う

収し
ゅ
う

益え
き

の
わ

ず
か
０
．
１
％
と
い
う
こ
と
に
な
る
。[

１
， ｐ
２
３
５]

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
小お

川が
わ

氏し

は
電で

ん

波ぱ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
実じ

っ

施し

を

提て
い

言げ
ん

す
る
。
競

き
ょ
う

争そ
う

入に
ゅ
う

札さ
つ

に
よ
っ
て
業

ぎ
ょ
う

者し
ゃ

の
入い

れ
替か

わ
り
を
原げ

ん

理り

的て
き

に
可か

能の
う

と
す
る
こ
と
で
、
好す

き
放ほ

う

題だ
い

の
偏へ

ん

向こ
う

報ほ
う

道ど
う
へ
の
歯は

止ど

め
に
も
な
る
。
現げ

ん

在ざ
い

、
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

で
電で

ん

波ぱ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

８
．
偏へ

ん

向こ
う

テ
レ
ビ
報ほ

う

道ど
う

を
正た

だ

す
道み

ち

５
．「
知し

っ
て
い
て
隠か

く

し
て
い
る
な
ら
、

　
　
　

詐さ

欺ぎ

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

行お
こ
な
っ
て
い
な
い
の
は
日に

本ほ
ん

だ
け
だ
そ
う
だ
。

　

し
か
し
現げ

ん

在ざ
い

の
放ほ

う

送そ
う

法ほ
う

に
罰ば

っ

則そ
く

を
加く

わ

え
た
り
、
電で

ん

波ぱ

オ
ー

ク
シ
ョ
ン
を
導ど

う

入に
ゅ
うす
る
よ
う
改か

い

正せ
い

す
る
こ
と
は
、
左さ

傾け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

と

偏へ
ん

向こ
う

テ
レ
ビ
か
ら
の
猛も

う

反は
ん

対た
い

を
呼よ

ん
で
相そ

う

当と
う

な
時じ

間か
ん

と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
要よ

う

す
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
小お

川が
わ

榮え
い

太た

郎ろ
う

氏し

は
す
ぐ
に
打う

て
る
手て

と
し
て
民み

ん

間か
ん

に
よ
る
「
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
運う

ん

動ど
う

」
を
提て

い

案あ
ん

す
る
。
テ
レ
ビ

局き
ょ
くは
企き

業ぎ
ょ
うを
ス
ポ
ン
サ
ー
と
す
る
広こ

う

告こ
く

収し
ゅ
う

入に
ゅ
うで
成な

り
立た

っ
て
い

る
。
氏し

は
番ば

ん

組ぐ
み

の
ス
ポ
ン
サ
ー
企き

業ぎ
ょ
うに
、
偏へ

ん

向こ
う

報ほ
う

道ど
う

ぶ
り
を

調ち
ょ
う

査さ

報ほ
う

告こ
く

す
る
、
と
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。
す
る
と
た
だ
ち
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ

と
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

が
激げ

き

烈れ
つ

な
抗こ

う

議ぎ

の
声こ

え

を
上あ

げ
た
。
ス
ポ
ン
サ
ー
へ

の
働は

た
ら
き
か
け
を
い
か
に
恐お

そ

れ
て
い
る
か
、
の
証

し
ょ
う

左さ

で
あ
る
。

　

小お

川が
わ

氏し

の
提て

い

案あ
ん

は
穏お

ん

健け
ん

な
も
の
だ
。
し
か
し
、
現げ

ん

代だ
い

で
は

企き

業ぎ
ょ
うの
品ひ

ん

質し
つ

責せ
き

任に
ん

は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
企き

業ぎ
ょ
うの
選せ

ん

択た
く

・
監か

ん

督と
く

に

ま
で
及お

よ

ぶ
。
毒ど

く

入い

り
の
食

し
ょ
く

材ざ
い

を
外が

い

部ぶ

購こ
う

入に
ゅ
うし
て
、
顧こ

客き
ゃ
くの
食

し
ょ
く

中ち
ゅ
う

毒ど
く

を
起お

こ
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
そ
ん
な
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

を
使つ

か
っ
た
責せ

き

任に
ん

を
追つ

い

求き
ゅ
うさ
れ
る
。そ
の
責せ

き

任に
ん

を
認み

と

め
な
け
れ
ば
、

不ふ

買ば
い

運う
ん

動ど
う

の
対た

い

象し
ょ
うに
も
な
る
。

　

同ど
う

様よ
う

に
、
偏へ

ん

向こ
う

報ほ
う

道ど
う

を
垂た

れ
流な

が

し
て
、
我わ

が
国く

に

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

に
ダ
メ
ー
ジ
を
与あ

た

え
て
い
る
テ
レ
ビ
局き

ょ
く
を
広こ

う

告こ
く

に
使つ

か

っ
て
い

る
企き

業ぎ
ょ
うも
、
そ
の
社し

ゃ

会か
い

的て
き

責せ
き

任に
ん

を
問と

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
い
う
反は

ん

社し
ゃ

会か
い

的て
き

企き

業ぎ
ょ
うに
対た

い

し
て
、
消

し
ょ
う

費ひ

者し
ゃ

が
団だ

ん

結け
つ

し
て
「
買か

わ
な
い
権け

ん

利り

」
を
行こ

う

使し

す
る
こ
と
は
正せ

い

当と
う

で
あ
る
。

　

近き
ん

年ね
ん

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発は

っ

達た
つ

は
、
そ
の
力ち

か
ら
を
国こ

く

民み
ん

に
与あ

た

え
た
。
こ
の
兵

ひ
ょ
う

糧ろ
う

攻ぜ

め
こ
そ
、

放ほ
う

送そ
う

法ほ
う

違い

反は
ん

を
繰く

り
返か

え

す
確か

く

信し
ん

犯は
ん

的て
き

テ
レ
ビ
局き

ょ
く
を
正た

だ

す
近ち

か

道み
ち

だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】（
１
）
小お

川が
わ

榮え
い

太た

郎ろ
う

『
徹て

っ

底て
い

検け
ん

証し
ょ
う 

テ
レ
ビ

報ほ
う

道ど
う

「
嘘う

そ

」
の
か
ら
く
り
』、

Ｈ
２
９
、
青せ

い

林り
ん

堂ど
う
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せ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　

◎

　

今こ

年と
し

は
実じ

つ

母ぼ

の
１
３
回か

い

忌き

、
養よ

う

母ぼ

の
２
３
回か

い

忌き

で
、

出し
ゅ
っ

国こ
く

前ま
え

に
信し

ん

州し
ゅ
うに
墓は

か

参ま
い

り
に

行い

き
、
伯は

っ

国こ
く

訪ほ
う

問も
ん

の
報ほ

う

告こ
く

を

し
て
き
た
と
い
う
美み

川か
わ

さ
ん
。

２
人り

の
母は

は

は
「
あ
な
た
の
お

陰か
げ

で
幸し

あ
わ

せ
な
人じ

ん

生せ
い

だ
っ
た
。

悔く

い
の
な
い
人じ

ん

生せ
い

が
送お

く

れ
た
の

は
あ
な
た
の
お
陰か

げ

」
だ
と
美み

川か
わ

さ
ん
に
言い

い
残の

こ

し
て
亡な

く

な
っ
た
そ
う
だ
。
１
３
日に

ち

の

公こ
う

演え
ん

日び

は
奇く

し
く
も
「
母は

は

の

日ひ

」。
〃
母は

は

思お
も

い
〃
の
美み

川か
わ

さ

　

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
「
第だ

い

２
回か

い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
出

し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
た
め
、
演え

ん

歌か

界か
い

の
大お

お

御ご

所し
ょ

・

美み

川か
わ

憲け
ん

一い
ち
さ
ん
が
１
０
日か

、
当と

う

地ち

に
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
。
聖せ

い

市し

の
チ
ヴ
ォ
リ
・
モ
ハ
レ
ジ
・
ホ
テ
ル
内な

い

の
一い

っ

室し
つ

で
１
１
日に

ち

に
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

が
行お

こ
なわ
れ
、美み

川か
わ

さ
ん
は
熱あ

つ

く
思お

も

い
を
語か

た
っ
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

と
藤ふ

じ

瀬せ

桂け
い

子こ

事じ

務む

所し
ょ

が
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

を
作つ

く

り
、

聖せ
い

市し

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

で
１
３
日に

ち

（
日に

ち

）
正

し
ょ
う

午ご

と
午ご

後ご

３
時じ

か
ら
公こ

う

演え
ん

を
行お

こ

な
う
。

ん
は
、
１
４
日か

の
帰き

国こ
く

ま
で

の
急い

そ

が
し
い
合あ

い

間ま

を
縫ぬ

っ
て
、

日に
っ

系け
い

福ふ
く

祉し

施し

設せ
つ

を
で
き
る
限か

ぎ

り
慰い

問も
ん

す
る
予よ

定て
い

だ
と
い
う
。　

　
　
　
　
　

◎

　
日に

本ほ
ん

映え
い

画が

『Esplendor

（
彼か

れ

ら
が
本ほ

ん

気き

で
編あ

む
と
き

は
）』（
荻お

ぎ

上が
み

直な
お

子こ

監か
ん

督と
く

、
生い

く

田た

斗と
う

真ま

主し
ゅ

演え
ん

、
２
０
１
７

年ね
ん

）
の
上

じ
ょ
う

映え
い

が
、
聖せ

い

市し

映え
い

画が

館か
ん

（R
eserva C

u
ltu

r-
al

、Caixa B
elas A

rtes

な
ど
５
館か

ん

）
で
今こ

ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

か
ら

始は
じ

ま
っ
た
。
ポ
語ご

字じ

幕ま
く

。
主し

ゅ

人じ
ん

公こ
う

は
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
「
大た

い

変へ
ん

な
苦く

労ろ
う

を
重か

さ

ね
、

そ
れ
を
跳は

ね
除の

け
る
よ
う
に

生い

き
て
き
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
沢た

く

山さ
ん

い
る
は
ず
」
と
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に

共き
ょ
う

感か
ん

を
寄よ

せ
る
。
実じ

つ

母ぼ

、
養よ

う

母ぼ

を
食た

べ
さ
せ
る
た
め
に
歌か

手し
ゅ

を
志

こ
こ
ろ
ざし
、
芸げ

い

能の
う

界か
い

の
荒あ

ら

波な
み

に
揉も

ま
れ
な
が
ら
独ど

く

特と
く

の
芸げ

い

風ふ
う

を
生う

み
、
し
ぶ
と
く
生い

き

抜ぬ

い
て
き
た
人に

ん

情じ
ょ
う

家か

と
し
て

知し

ら
れ
る
。

　

若わ
か

く
し
て
父ち

ち

を
亡な

く
し
た

美み

川か
わ

さ
ん
は
、
役や

く

者し
ゃ

の
道み

ち

を

捨す

て
、
一い

っ

攫か
く

千せ
ん

金き
ん

を
夢ゆ

め

見み

て

歌か

手し
ゅ

の
道み

ち

に
。
デ
ビ
ュ
ー
当と

う

初し
ょ

は
青せ

い

春し
ゅ
ん

歌か

謡よ
う

路ろ

線せ
ん

で
売う

り
出だ

し
た
が
全ま

っ
た
く
売う

れ
ず
、
嫌い

や

々い
や

な
が
ら
歌う

た
っ
た
は
ず
の
「
柳や

な

ヶが

瀬せ

ブ
ル
ー
ス
」
が
１
２
０
万ま

ん

枚ま
い

の
大だ

い

ヒ
ッ
ト
。
ご
当と

う

地ち

ソ
ン

グ
の
先さ

き

駆が

け
に
。

　

当と
う

初し
ょ

は
一い

っ

発ぱ
つ

屋や

と
揶や

揄ゆ

さ

れ
た
が
、
悔く

や

し
さ
を
バ
ネ
に

し
ぶ
と
く
生い

き
て
き
た
。「
個こ

性せ
い

的て
き

で
な
け
れ
ば
売う

れ
な
い
」

と
言い

わ
れ
、「
鏡か

が
み

を
見み

て
は

『
個こ

性せ
い

的て
き

に
な
っ
て
や
る
』
と

言い

っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
ら
個こ

性せ
い

の
塊

か
た
ま
りに
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

よ
」
と
笑わ

ら

い
飛と

ば
す
。

　

幾い
く

度ど

も
ス
ラ
ン
プ
を
経け

い

験け
ん

し
た
が
「
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り

越こ

え
る

の
は
言こ

と

葉ば

。
自じ

分ぶ
ん

の
胸む

ね

に
言い

い
聞き

か
せ
る
と
、
そ
れ
が
叶か

な
っ

て
き
た
」
と
い
う
。「
芯し

ん

は
も

の
す
ご
い
男お

と
こ。
母は

は

か
ら
『
強つ

よ

い
子こ

だ
』と
言い

わ
れ
て
育そ

だ
っ
た
。

そ
れ
が
言こ

と

霊だ
ま

と
な
り
、
や
る

気き

が
湧わ

い
て
き
た
の
よ
」
と

振ふ
り

返か
え

る
。

　

今こ

年と
し

２
月が

つ

初し
ょ

旬じ
ゅ
んに
は
、
左

ひ
だ
り

足あ
し

関か
ん

節せ
つ

外が
い

果か

骨こ
っ

折せ
つ

で
全ぜ

ん

治ち

３
カ
月げ

つ

の
怪け

我が

を
負お

っ
た
が
、

術じ
ゅ
つ

後ご

４
日か

目め

に
退た

い

院い
ん

。
６
日か

目め

に
は
車

く
る
ま

椅い

子す

で
舞ぶ

台た
い

に
立た

っ
た
。
自じ

分ぶ
ん

の
体か

ら
だ
に
鞭む

ち

を
打う

ち
、
痛い

た

み
に
打う

ち
勝か

ち
、
困こ

ん

難な
ん

を
跳は

ね
除の

け
て
き
た
。

　

そ
ん
な
美み

川か
わ

さ
ん
が
公こ

う

　

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
婦ふ

人じ
ん

会か
い

（
倉く

ら

持も
ち

恵え

美み

子こ

会か
い

長ち
ょ
う

）
が

『
第だ

い

６
７
回か

い

慈じ

善ぜ
ん

バ
ザ
ー
』

を
６
日か

、
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
の
大だ

い

サ

ロ
ン
と
大だ

い

講こ
う

堂ど
う

で
行お

こ

な
っ

た
。
同ど

う

婦ふ

人じ
ん

会か
い

の
前ぜ

ん

身し
ん

は

１
９
４
９
年ね

ん

、
戦せ

ん

後ご

の
日に

本ほ
ん

に
ラ
ラ
救

き
ゅ
う

援え
ん

物ぶ
っ

資し

を
送お

く

る
た

め
に
創そ

う

立り
つ

し
た
。
会か

い

員い
ん

の
高こ

う

齢れ
い

化か

に
伴と

も
な

い
年ね

ん

々ね
ん

規き

模ぼ

を
縮

し
ゅ
く

小し
ょ
うし
て
い
る
が
、
今い

ま

も
な
お

歴れ
き

史し

を
紡つ

む

ぎ
続つ

づ

け
て
い
る
。

　

会か
い

場じ
ょ
うに
は
手て

製せ
い

の
衣い

料り
ょ
う

品ひ
ん

や
漬つ

け

物も
の

、
お
菓か

子し

な
ど
の
バ

ザ
ー
業

ぎ
ょ
う

者し
ゃ

約や
く

３
０
店て

ん

舗ぽ

が
軒の

き

を
連つ

ら

ね
た
。
同ど

う

婦ふ

人じ
ん

会か
い

は
福ふ

く

祉し

団だ
ん

体た
い

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

し
て
お
り
、

今こ
ん

回か
い

の
収

し
ゅ
う

益え
き

は
援え

ん

協き
ょ
うや
憩い

こ
い

の

園え
ん

な
ど
の
医い

療り
ょ
う・
福ふ

く

祉し

団だ
ん

体た
い

に
寄き

付ふ

さ
れ
る
。

　

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

に
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

と
同ど

う

館か
ん

領り
ょ
う

事じ

の

演え
ん

で
伝つ

た

え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

「
し
ぶ
と
く
生い

き
る
こ
と
」。

美み

川か
わ

さ
ん
は
「
歌う

た

と
は
人ひ

と

を

励は
げ

ま
し
、
互た

が

い
に
最さ

い

大だ
い

の
力

ち
か
ら

を
与あ

た

え
て
く
れ
る
も
の
」
だ

と
い
う
。「
沢た

く

山さ
ん

の
皆み

な

さ
ん

に
私わ

た
し
の
歌う

た

を
聴き

い
て
、
そ
の

夫ふ

人じ
ん

５
人に

ん

が
来ら

い

場じ
ょ
うし
、
バ
ザ

ー
会か

い

場じ
ょ
うと
調

ち
ょ
う

理り

場ば

を
視し

察さ
つ

し

た
。
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
ご
婦ふ

人じ
ん

方が
た

の
パ
ワ
ー
が
す
ご
い
。

こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
地ち

方ほ
う

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

を
回ま

わ

っ
た
が
、
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

が
元げ

ん

気き

な
団だ

ん

体た
い

は
活か

つ

動ど
う

が
活か

っ

発ぱ
つ

だ
。
こ
れ
か
ら
も
活か

つ

動ど
う

を
受う

け
継つ

い
で
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
話は

な

し
た
。

　

領
り
ょ
う

事じ

夫ふ

人じ
ん

の
ひ
と
り
原は

ら

　

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

（
石い

し

川か
わ

ヘ
ナ
ト
理り

事じ

長ち
ょ
う

）
は
開か

い

院い
ん

７
９
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
、

『
詩し

集し
ゅ
う　

皇こ
う

族ぞ
く

の
短た

ん

歌か

』
の

刊か
ん

行こ
う

し
た
。
１
３
０
首し

ゅ

を
日に

ち

ポ
両

り
ょ
う

語ご

で
収

し
ゅ
う

録ろ
く

し
て
い
る
。

　

日に
っ

伯ぱ
く

修し
ゅ
う

好こ
う

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
２
０
１
５
年ね

ん

に
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
短た

ん

歌か

１
２
０

首し
ゅ

を
収

し
ゅ
う

録ろ
く

し
た
詩し

集し
ゅ
うを
刊か

ん

行こ
う

し
て
い
て
、
今こ

ん

回か
い

は
そ
れ
に

他た

の
皇こ

う

族ぞ
く

が
詠よ

ま
れ
た
１
０

首し
ゅ

を
加く

わ

え
た
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

に
は
、
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

お
よ

び
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

同ど
う

妃ひ

両り
ょ
う

殿で
ん

下か

が

ブ
ラ
ジ
ル
に
訪ほ

う

問も
ん

し
た
際さ

い

に

詠よ

ま
れ
た
歌う

た

が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
て

い
る
。
２
０
１
６
年ね

ん

に
秋あ

き

篠
し
の
の

宮み
や

殿で
ん

下か

が
詠よ

ま
れ
た
「
日に

っ

系け
い

の
人ひ

と

ら
と
語か

た

り
感か

ん

じ
た
り
外と

つ
国く

に

に
見み

る
郷

き
ょ
う

里り

の
心こ

こ
ろ

」
な

ど
だ
。

　

同ど
う

病び
ょ
う

院い
ん

評ひ
ょ
う

議ぎ

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

の
二に

の

宮み
や

正ま
さ

人と

さ
ん
と
そ
の
妻つ

ま

ソ
ー
ニ
ア
・
レ
ジ
ナ
・
ロ
ン
ギ
・

ニ
ノ
ミ
ヤ
さ
ん
が
選せ

ん

首し
ゅ

と
翻ほ

ん

訳や
く

に
当あ

た
っ
た
。
二に

の

宮み
や

さ
ん
は

「
２
０
１
６
年ね

ん

に
テ
メ
ル
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
訪ほ

う

日に
ち

し
た
際さ

い

、
前ぜ

ん

回か
い

刊か
ん

行こ
う

さ
れ
た
詩し

集し
ゅ
うを
機き

内な
い

で

読よ

ん
で
か
ら
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

に
拝は

い

謁え
つ

し
た
」
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

語か
た

っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協
き
ょ
う

会か
い

（
塩し

お

野の

彰あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
う）
は
先せ

ん

月げ
つ

２
９
日に

ち

に
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

で

開か
い

催さ
い

さ
れ
た
「
第だ

い

５
１
回か

い

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

全ぜ
ん

伯は
く

大た
い

会か
い

」
の
結け

っ

果か

を
公こ

う

表ひ
ょ
うし
た
。
各か

く

部ぶ

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く）。

　

壽じ
ゅ

年ね
ん

Ａ
（
８
５
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

）

＝
土と

佐さ

千ち

代よ

子こ

、同ど
う

Ｂ
（
７
９

～
８
４
歳さ

い

）
＝
菅す

が

沼ぬ
ま

政ま
さ

子こ

、

高こ
う

年ね
ん

Ａ
（
７
０
～
７
８
歳さ

い

）

＝
上か

み

路じ

パ
ウ
ロ
、同ど

う

Ｂ
（
６
０

～
６
９
歳さ

い

）
＝
海う

み

野の

信の
ぶ

一い
ち

、

少し
ょ
う

年ね
ん

少し
ょ
う

女じ
ょ

Ａ
（
１
１
歳さ

い

～

１
４
歳さ

い

）
＝
寺て

ら

本も
と

エ
リ
、同ど

う

Ｂ

（
１
０
以い

下か

）
＝
つ
か
だ
あ

け
み
、
同ど

う

グ
ラ
ン
プ
リ
賞

し
ょ
う

決け
っ

定て
い

戦せ
ん

＝
つ
か
だ
あ
け
み
、
青そ

う

壮そ
う

年ね
ん

Ａ
（
４
０
～
５
９
歳さ

い

）

＝
高た

か

木き

茂し
げ

樹き

、
同ど

う

Ｂ
（
１
５

～
３
９
歳さ

い

）
＝
橋は

し

口ぐ
ち

ゆ
か
り
、

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

Ａ
（
８
９
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う）

＝
堀ほ

り

洋よ
う

子こ

、
同ど

う

Ｂ
＝
（
８
０

～
８
８
歳さ

い

）
＝
依よ

田だ

茂し
げ

子こ

、

同ど
う

Ｃ
（
７
１
～
７
９
歳さ

い

）
＝

草く
さ

野の

建け
ん

壽じ

、
同ど

う

Ｄ
（
７
０
歳さ

い

以い

下か

）
＝
海う

み

野の

初は
つ

江え

、
歴れ

き

代だ
い

日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

者し
ゃ

＝

安や
す

永な
が

幸ゆ
き

柄え

、
ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

決け
っ

定て
い

戦せ
ん

＝
草く

さ

野の

建け
ん

壽じ

（
性せ

い

同ど
う

一い
つ

性せ
い

障し
ょ
う

害が
い

）
で
、
テ

ー
マ
は
編あ

み
物も

の

。
差さ

別べ
つ

や
育い

く

児じ

放ほ
う

棄き

を
含ふ

く

む
社し

ゃ

会か
い

問も
ん

題だ
い

を

描か

き
な
が
ら
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と

家か

族ぞ
く

の
在あ

り
方か

た

を
問と

う
作さ

く

品ひ
ん

と
の
こ
と
。

　
　
　
　
　

◎

　
エ
ス
タ
ー
ド
紙し

に
よ
れ
ば

聖せ
い

市し

セ
ン
ト
ロ
に
１
１
日に

ち

、

「
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
」
が
現あ

ら
わ

れ
た
。

レ
プ
ブ
リ
カ
公こ

う

園え
ん

近ち
か

く
の
繁は

ん

華か

街が
い

、
イ
タ
リ
ア
ビ
ル
の
す

ぐ
そ
ば
に
立た

つ
古ふ

る

い
９
階か

い

建だ

て
の
ビ
ル
（R

u
a M

ajo
r 

Sertorio, 1
1

0
   V

ila 

B
u

arq
u

e

）
に
〃
日に

本ほ
ん

風ふ
う

〃
の
バ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
結け

っ

集し
ゅ
う
し
て

１
１
日に

ち

に
再さ

い

オ
ー
プ
ン
し
た

と
い
う
。
な
ん
で
も
、
マ
ン
ガ

や
ア
ニ
メ
に
加く

わ

え
、
Ｓ
Ｆ
映え

い

画が

の
金き

ん

字じ

塔と
う

『
ブ
レ
ー
ド
ラ

ン
ナ
ー
』
や
、
東と

う

京き
ょ
うを
舞ぶ

台た
い

に
し
て
死し

者し
ゃ

の
魂

た
ま
し
いを
扱

あ
つ
か

っ
た

仏フ
ラ
ン
ス

映え
い

画が

『
エ
ン
タ
ー
・
ザ
・

ボ
イ
ド
』
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

内な
い

装そ
う

が
施ほ

ど
こ

さ
れ
て
い
る
と
か
。

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

が
想そ

う

像ぞ
う

す
る
東と

う

洋よ
う

に
興

き
ょ
う

味み

の
あ
る
方か

た

は
、
足あ

し

を
運は

こ

ん
で
み
た
ら
？

　
「
遠と

お

い
わ
ね
ぇ
。
来き

て
良よ

か

っ
た
わ
」。
美み

川か
わ

さ
ん
が
姿す

が
た
を

現あ
ら
わし
た
早そ

う

々そ
う

、
独ど

く

特と
く

の
そ
ん

な
口く

調ち
ょ
うで
会か

い

見け
ん

室し
つ

を
打う

ち
解と

け
た
雰ふ

ん

囲い

気き

に
変か

え
た
。
当と

う

地ち

公こ
う

演え
ん

の
誘さ

そ

い
が
幾い

く

度ど

か
あ

っ
た
が
実じ

つ

現げ
ん

せ
ず
、
今こ

ん

回か
い

同ど
う

社し
ゃ

の
依い

頼ら
い

に
二ふ

た

つ
返へ

ん

事じ

で
応お

う

じ
る
か
た
ち
で
、
待た

い

望ぼ
う

の
初は

つ

来ら
い

伯は
く

と
な
っ
た
。

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
社し

ゃ

主し
ゅ

催さ
い

で
13
日に

ち

公こ
う

演え
ん

移い

民み
ん

に
共き

ょ
う

感か
ん

、
歌う

た

で
励は

げ

ま
す

田だ

咲さ

寄き

子こ

さ
ん
は
、「
戦せ

ん

後ご

、

彼か
の

女じ
ょ

た
ち
が
援え

ん

助じ
ょ

し
て
く
れ

た
歴れ

き

史し

を
も
っ
と
日に

本ほ
ん

の
ひ

と
に
知し

っ
て
ほ
し
い
と
思お

も

う
」
と
し
、「
こ
こ
で
売う

ら

れ
て
い
る
桜

さ
く
ら

餅も
ち

は
塩し

お

漬づ
け

し
た

葉は

も
手て

作づ
く

り
。
古ふ

る

い
日に

本ほ
ん

の

伝で
ん

統と
う

が
受う

け
継つ

が
れ
て
い
る

こ
と
を
実じ

っ

感か
ん

す
る
」
と
話は

な

し

た
。

　

同ど
う

ビ
ル
５
階か

い

の
調

ち
ょ
う

理り

場ば

で

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
婦ふ

人じ
ん

会か
い

が
バ
ザ
ー

６
９
年ね

ん

続つ
づ

く
歴れ

き

史し

と
伝で

ん

統と
う

来ら
い

伯は
く

時じ

の
想お

も

い
を
詠よ

ま
れ
た
歌う

た

も

皇こ
う

族ぞ
く

の
短た

ん

歌か

１
３
０
首し

ゅ

は
、
手て

巻ま

き
寿ず

司し

や
パ
ス
テ

ル
な
ど
の
料

り
ょ
う

理り

が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
作つ

く

ら
れ
て
い
た
。
倉く

ら

持も
ち

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「
使つ

か

わ
れ
て
い
る
寿す

司し

桶お
け

は
私わ

た
し

が
会か

い

員い
ん

に
な
っ
た
こ
ろ

か
ら
あ
っ
た
も
の
。
も
し
か

し
た
ら
創そ

う

立り
つ

時じ

か
ら
使つ

か

わ
れ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

微ほ
ほ

 え笑
ん
だ
。

　

調
ち
ょ
う

理り

に
は
同ど

う

婦ふ

人じ
ん

会か
い会
員い

ん

に
加く

わ

え
、
学が

く

生せ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
構こ

う

成せ
い

さ
れ
る
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｕ

Ｎ
Ｉ
（
ア
ベ
ウ
ニ
）
や
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

な
ど
も
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
い
た
。
倉く

ら

持も
ち

会か
い

長ち
ょ
うは

「
多お

お

い
時と

き

に
は
２
０
０
人に

ん

ほ

ど
の
会か

い

員い
ん

が
い
た
が
、
今い

ま

は

８
０
人に

ん

ほ
ど
。
そ
の
分ぶ

ん

、
他た

の
団だ

ん

体た
い

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くが
あ
っ
て
な

ん
と
か
毎ま

い

年と
し

開か
い

催さ
い

で
き
て
い

る
。
本ほ

ん

当と
う

に
あ
り
が
た
い
で

す
」
と
謝し

ゃ

意い

を
示し

め

し
た
。

　

河こ
う

野の

太た

郎ろ
う

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

が
視し

察さ
つ

の
た
め
に
訪ほ

う

伯は
く

す
る
に
あ

た
り
、
聖せ

い

市し

の
日に

っ

系け
い

３
４
団だ

ん

体た
い

が
歓か

ん

迎げ
い

会か
い

を
開か

い

催さ
い

す
る
こ

と
に
な
り
、
広ひ

ろ

く
出

し
ゅ
っ

席せ
き

を
呼よ

び
か
け
て
い
る
。
１
９
日に

ち

午ご

後ご

７
時じ

半は
ん

か
ら
文ぶ

ん

協き
ょ
う

貴き

賓ひ
ん

室し
つ

（R
u

a Sao Joaq
u

im
, 

3
81

）
で
行お

こ
な

わ
れ
る
。
会か

い

費ひ

１
０
０
レ
ア
ル
。

　

河こ
う

野の

氏し

は
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

党と
う

所し
ょ

属ぞ
く

の
衆

し
ゅ
う

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん

。
昨さ

く

年ね
ん

８
月が

つ

に
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

に
抜ば

っ

擢て
き

さ

れ
、
１
０
月が

つ

に
は
東と

う

京き
ょ
うで
行

お
こ
な

わ
れ
た
「
第だ

い

５
８
回か

い海
外が

い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

大た
い

会か
い

」
に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
て
い

る
。

　

出
し
ゅ
っ

席せ
き

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
１
５

日に
ち

午ご

後ご

５
時じ

ま
で
に
文ぶ

ん

協き
ょ
う

事じ

務む

局き
ょ
く

の
佐さ

藤と
う

エ
ジ

「あなたもしぶとくよ！」
（７） ２０１８年第４９９６号 	 ５月	１２日	（土曜日）

公こ
う

演え
ん

に
意い

気き

込ご

み
を
語か

た

っ
た
美み

川か
わ

さ
ん

野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

も
バ
ザ
ー
会か

い

場じ
ょ
う

に
訪お

と
ず

れ
た

美
み

川
か わ

憲
け ん

一
い ち

詩し

集し
ゅ
うの
表ひ

ょ
う紙し

時じ

代だ
い

を
思お

も

い
出だ

し
て
欲ほ

し
い
」

と
語か

た

る
。

　

今こ
ん

公こ
う

演え
ん

は
正

し
ょ
う

午ご

、
午ご

後ご

３

時じ

か
ら
の
２
回か

い

、
各か

く

回か
い

７
０

～
９
０
分ふ

ん

間か
ん

。「
さ
そ
り
座ざ

の

女お
ん
な」
な
ど
数か

ず

々か
ず

の
ヒ
ッ
ト
曲

き
ょ
く

の
ほ
か
、
リ
ク
エ
ス
ト
が
多お

お

い
「
生い

き
る
」
や
新し

ん

曲き
ょ
くも
披ひ

露ろ
う

す
る
。「
春は

る

待ま

ち
坂さ

か

」
の
歌か

詞し

に
は
「
夢ゆ

め

に
躓つ

ま
づき
転こ

ろ

ん
で
も

〈
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く〉
し
ぶ
と
く
し
ぶ
と

く
生い

き
ま
し
ょ
う
」
と
の
一い

っ

節せ
つ

が
あ
る
。

　
「
今い

ま

を
生い

き
る
人ひ

と

に
と
っ
て

料り
ょ
う

館か
ん

で
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
苦く

労ろ
う

を

知し

る
。「
情

じ
ょ
う

報ほ
う

化か

時じ

代だ
い

で
も

困こ
ん

難な
ん

が
あ
る
の
に
、
想そ

う

像ぞ
う

し

て
も
仕し

切き

れ
な
い
苦く

労ろ
う

を
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
」
と
思お

も

い
を

馳は

せ
た
。
移い

民み
ん

一い
っ

世せ
い

が
高こ

う

齢れ
い

化か

す
る
な
か
、「
少す

こ

し
で
も
日に

本ほ
ん

で
い
る
よ
う
な
気き

持も

ち
に

な
っ
て
欲ほ

し
い
」
と
企き

画か
く

し
た

の
が
こ
の
慈じ

善ぜ
ん

コ
ン
サ
ー
ト
。

収し
ゅ
う

益え
き

の
一い

ち

部ぶ

は
日に

っ

系け
い

福ふ
く

祉し

施し

設せ
つ

に
還か

ん

元げ
ん

さ
れ
る
。
な
お
、

地ち

方ほ
う

在ざ
い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

で
当と

う

日じ
つ

チ
ケ
ッ

ト
を
受う

け

取と

る
人ひ

と

は
、
開か

い

演え
ん

１

時じ

間か
ん

前ま
え

に
は
受う

け

取と

り
を
す
ま

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

大た
い

会か
い

結け
っ

果か

１
９
日に

ち

、
河こ

う

野の

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

の
歓か

ん

迎げ
い

会か
い

　

同ど
う

詩し

集し
ゅ
う

は
２
千せ

ん

冊さ
つ

発は
っ

行こ
う

し
、
１
１
日に

ち

に
行お

こ
な

わ
れ
た
サ

ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

７
９
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

で
配は

い

布ふ

さ
れ
た
。

他ほ
か

に
は
主し

ゅ

要よ
う

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

や
大た

い

使し

館か
ん

・
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

に
献け

ん

本ぽ
ん

さ

れ
る
。
関か

ん

心し
ん

の
あ
る
人ひ

と

は
二に

の

宮み
や

法ほ
う

律り
つ

事じ

務む

所し
ょ

（
電で

ん

話わ

＝
１ 

１
・
３
８
６
６
・
２
４
０
０
）

ま
で
問と

い

合あ
わ

せ
を
。

　

美み

川か
わ

憲け
ん

一い
ち

さ
ん
の
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

に
は
、
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

の
大お

お

倉く
ら

満み
つ
る

会か
い

長ち
ょ
う、
中な

か

井い

良よ
し

昇の
り

社し
ゃ

長ち
ょ
うも
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。
大お

お

倉く
ら

会か
い

長
ち
ょ
う

に
よ
れ
ば
、
同ど

う

社し
ゃ

は
３
年ね

ん

前ま
え

か
ら
海か

い

外が
い

進し
ん

出し
ゅ
つ

を
は
じ
め
、

１
０
カ
国こ

く

に
現げ

ん

地ち

法ほ
う

人じ
ん

を
構か

ま

え
る
が
、「
国く

に

に
よ
っ
て
違ち

が

う

習し
ゅ
う

慣か
ん

、
風ふ

う

土ど

、
文ぶ

ん

化か

が
あ
り
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
感か

ん

覚か
く

で
は
馴な

染じ

め

な
か
っ
た
」
と
い
う
。
そ
ん
な

折お
り

、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

必ひ
つ

要よ
う

と
さ
れ
る
の
が
、
し
ぶ

と
く
し
ぶ
と
く
生い

き
る
こ
と
。

健け
ん

康こ
う

で
元げ

ん

気き

で
い
る
こ
と
が

何な
に

よ
り
大だ

い

事じ

。
あ
な
た
も
し

ぶ
と
く
よ
」
と
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に

激げ
き

励れ
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送お

く

っ

た
。

ナ
さ
ん
（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・ 

３
２
０
８
・
１
７
５
５
、
メ

ー
ル
＝even

to
@

b
u

n
-

k
yo.org

.b
r

）
に
連れ

ん

絡ら
く

す

る
こ
と
。 



 ANO XXI  –  Nº 4996 SÃO PAULO, SÁBADO, 12 DE MAIO 2018 R$ 4,00

Japão, China e Coreia do Sul fazem 
reunião de cúpula em Tóquio
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Diplomacia (09/05/2018)

Altas autoridades do Ja-
pão, da China e da Coreia 
do Sul encontraram-se em 
Tóquio nesta quarta-feira.
O primeiro-ministro japo-
nês, Shinzo Abe; o premiê 
chinês, Li Keqiang; e o pre-
sidente sul-coreano, Moon 
Jae-in, dialogaram na pri-
meira reunião de cúpula tri-
lateral em dois anos e meio.
No início do encontro, Abe 
referiu-se à segunda viagem 
à China feita pelo líder su-
premo da Coreia do Norte, 
Kim Jong Un, noticiada ter-
ça-feira.

O primeiro-ministro japonês 
afirmou que os três partici-
pantes do encontro precisam 
aproveitar a oportunidade 
para buscar um abandono 
pela Coreia do Norte dos 
programas de armas de des-
truição em massa e de mís-
seis balísticos de um modo 
completo, comprovável e 
irreversível, em conformi-
dade com resoluções do 
conselho de segurança das 
Nações Unidas.
Abe declarou que o Japão, 
a China e a Coreia do Sul 
precisam trabalhar em es-

treita colaboração com a co-
munidade internacional para 
pressionar a Coreia do Norte 
a tomar medidas concretas.
Além disso, o premiê disse 
esperar que os três países 
possam atuar juntos numa re-
solução imediata da questão 
dos japoneses sequestrados 
pelo regime norte-coreano.
O premiê chinês, Li Ke-
qiang, lembrou que o nor-
deste da Ásia compartilha de 
vários interesses comuns e 
que a região necessita de um 
ambiente estável para o seu 
desenvolvimento.

Seis partidos oposicionis-
tas do Japão tomam medidas 
para encerrar um boicote às 
deliberações no Parlamento, 
a respeito de uma série de 
escândalos do governo.
Funcionários de alto esca-
lão dos partidos pedem ao 
presidente da Câmara Bai-
xa, Tadamori Oshima, que 
melhore o ambiente para as 
deliberações no Parlamento 
para que os debates possam 
ser retomados.

Muitas das empresas ja-
ponesas listadas na Bolsa 
de Valores de Tóquio vão 
divulgar esta semana seus 
resultados financeiros para o 
ano fiscal de 2017, que ter-
minou em março deste ano. 
Muitas vão aproveitar a oca-
sião para anunciar também 
seus planos de médio prazo. 
Dado o clima de expansão 
da economia global, espera-
se que as grandes empresas 
registrem lucros recordes.
No Comentário de hoje, 
vamos ouvir Katsuyuki Ha-
segawa, economista-chefe 
de mercado do Instituto de 
Pesquisas Mizuho. Ele vai 
nos falar sobre a tendência 
da economia japonesa vista 
nos relatórios de ganhos das 
grandes empresas do país.
Ele diz: “Analisando os rela-
tórios de ganhos divulgados 

O presidente da Coreia do 
Sul, por sua vez, afirmou que 
a reunião de cúpula trilateral 
acontece em um momento 
crucial. Enfatizou que a cú-
pula intercoreana lançou as 
bases para a completa des-
nuclearização e o estabele-
cimento de paz permanente 
na península coreana.
Moon Jae-in disse serem 
essenciais a cooperação e o 
suporte do Japão e da China 
para a paz na península co-
reana e no nordeste da Ásia.

Política (07/05/2018)

Comentário (09/05/2018)

Partidos da oposição pretendem encerrar 
impasse no Parlamento japonês

Comentário — Resultados            financeiros 
e a economia do Japão

A chefe de assuntos parla-
mentares do Partido Demo-
crático Constitucional do 
Japão, Kiyomi Tsujimoto, 
teve um encontro com Oshi-
ma na segunda-feira. Nele 
Oshima disse que o Parla-
mento está sendo observado 
rigorosamente pela popula-
ção, e que gostaria de acabar 
com o impasse.
Os partidos de oposição se 
retiraram dos debates no 
Parlamento desde 20 de 

até agora, vejo as empresas 
japonesas tendo basicamen-
te bons resultados. Nos nú-
meros anunciados para o 
ano fiscal de 2017, que se 
encerrou em março, as ven-
das das empresas listadas 
da bolsa aumentaram pouco 
mais de 10% em média, e 
os ganhos líquidos tiveram 
cerca de 30% de alta. Isto 
significa que, no geral, as 
empresas listadas apresen-
taram ganhos e lucros mais 
altos, e registraram lucros 
líquidos recordes. Mesmo 
analisando individualmente 
as empresas, cerca de 40% 
daquelas listadas na bolsa 
tiveram grandes ganhos cor-
porativos em níveis inéditos. 
Acredito que a melhora de 
diversos setores empresa-
riais é uma boa notícia.
Contudo, quando analisa-

abril.
Eles vinham exigindo deli-
berações abrangentes para 
descobrir a verdade a respei-
to de favoritismos, falsifica-
ção de documentos e outros 
escândalos.
Oshima então se encontrou 
com Hiroshi Moriyama, 
chefe de assuntos parlamen-
tares do principal partido 
governista, o Partido Liberal 
Democrático, para transmi-
tir a exigência da oposição.

mos a situação de perto, não 
foram poucas as empresas 
cuja performance melhorou 
aquém do esperado por ana-
listas. Chama a atenção em 
especial o último trimestre 
do ano fiscal de 2017, entre 
janeiro e março deste ano, 
quando a melhora dos negó-
cios foi lenta.
Ao meu ver, temos três fatores 
que explicam esta situação.
Em primeiro lugar, o iene 
registrou alta perante o dólar 
no final de março. A moeda 
americana chegou a recuar 
para menos de 105 ienes, o 
que provocou instabilidade 
nos mercados de ações. O 
resultado foi queda na per-
formance corporativa.
O segundo fator seria o se-
tor de semicondutores. As 
vendas de semicondutores 
ajudaram no aumento dos 

O presidente dos EUA, 
Donald Trump, recebeu três 
americanos libertados pela 
Coreia do Norte.
O avião transportando os 
três homens pousou na Base 
Andrews da Força Aérea, 
nas proximidades de Wa-
shington, na quinta-feira. 
O presidente Trump e sua 
esposa deram boas vindas a 
eles.
A Coreia do Norte libertou 
os prisioneiros na quarta-

feira após o secretário de 
Estado americano, Mike 
Pompeo, ter se reunido com 
o líder norte-coreano, Kim 
Jong Un, pela segunda vez 
em menos de 2 meses. Pom-
peo esteve em Pyongyang 
para debater os detalhes da 
futura cúpula entre EUA e 
Coreia do Norte.
Trump disse a repórteres na 
quarta-feira que aprecia a 
decisão de Kim de libertar 
os americanos.

A secretária de Imprensa da 
Casa Branca, Sarah Sanders, 
disse que o presidente vê a 
libertação como um gesto 
positivo e um passo na dire-
ção correta por parte do líder 
norte-coreano.
Trump disse que a data e 
local para a cúpula serão 
anunciados dentro de três 
dias. Entretanto, afirmou 
que não ocorrerá na zona 
desmilitarizada entre as 
duas Coreias, um local que 
havia despertado seu inte-
resse como possível sede do 
encontro. Alguns analistas 
dizem que Cingapura é o lo-
cal com mais probabilidade 
de ter sido escolhido.

Trump recebe americanos 
libertados pela Coreia do Norte

Coreia do Norte (10/05/2018)

Tóquio e Pequim devem 
retomar um programa de 
intercâmbio de instrutores 
após um hiato de seis anos. 
Os palestrantes são das For-
ças de Autodefesa do Japão 
e do Exército da Libertação 
do Povo da China.
Segundo o ministério japo-
nês da Defesa, o Instituto 
Nacional do Japão para Es-
tudos da Defesa e a Univer-
sidade da Defesa Nacional 
da China deverão retomar 
formalmente o programa de 
intercâmbio em setembro. 
Na ocasião, oficiais das ins-
tituições vão participar em 
Tóquio de uma conferência 
internacional de academias 
militares.
O Japão talvez convide nes-
te ano um instrutor chinês 
para palestrar sobre políticas 

Diplomacia  (06/05/2018)

Japão e China vão retomar 
intercâmbio de instrutores 
de Defesa de Defesa.

O programa de inter-
câmbio começou no ano 
fiscal de 1997, mas foi 
suspenso em 2012, após 
o governo do Japão com-
prar de um cidadão ja-
ponês algumas das Ilhas 
Senkaku.
O Japão controla as ilhas, 
que ficam no Mar da 
China Oriental. Elas são 
reivindicadas pela China 
e por Taiwan.
O Instituto Nacional do 
Japão para Estudos da 
Defesa pediu a retomada 
do programa de inter-
câmbio após o premiê 
japonês, Shinzo Abe, e 
o presidente chinês, Xi 
Jinping, concordarem 
em melhorar os laços bi-
laterais em um encontro 
de cúpula que houve em 
julho do ano passado.

O governo japonês plane-
ja adiar a meta para obter 
o equilíbrio fiscal de cin-
co anos, até o ano fiscal de 
2025.
Aparentemente, as autorida-
des acreditam que conseguir 
o chamado superávit primá-
rio até a meta traçada atu-
almente, ou seja até o ano 
fiscal de 2020, está fora da 
realidade.
O governo planeja deter-
minar a meta como parte 
de suas políticas de refor-
ma econômica e fiscal que 

Finanças (07/05/2018)

Meta de ajuste fiscal poderá ser 
adiada para 2025

deverão ser compiladas 
ainda no mês de junho.
As autoridades objeti-
vam restringir o aumento 
dos gastos de seguridade 
social em cerca de 4,5 
bilhões de dólares anu-
ais nos três anos fiscais, 
a partir de abril de 2019.
Elas dizem que vão con-
duzir uma avaliação in-
termediária dos seus es-
forços de reforma fiscal 
em 2021. Também pla-
nejam estabelecer metas 
intermediárias para indi-
cadores relacionados.

Oshima conclamou o PLD a 
fazer esforços para normali-
zar as deliberações.
Alguns membros da oposi-
ção se inclinam a encerrar 
o boicote já que uma figura 
importante do escândalo de 
favoritismo estaria plane-
jando admitir algumas das 
acusações.
Acredita-se que Tadao Ya-
nase, ex-secretário do pre-
miê Shinzo Abe, vai admitir 
no Parlamento, que se en-
controu com funcionários 
do Instituto Educacional 
Kake, no escritório do pre-
miê em 2015.

ganhos corporativos no ano 
fiscal de 2017. Mas as ven-
das de smartphones na Chi-
na não tiveram a alta espe-
rada.
Por fim, o terceiro fator se-
ria o aumento dos custos. As 
empresas estão envidando 
esforços para reduzir os cus-
tos, mas precisam lidar com 
os efeitos da alta dos preços 
do petróleo. O custo com 
pessoal também está au-
mentando por causa de uma 
grave falta de mão de obra. 
Acredito que estes encargos 
mais altos têm começado a 
afetar aos poucos a perfor-
mance corporativa.
A julgar por estes fatores, as 
empresas estão mais caute-
losas no ano fiscal atual, que 
começou em abril. Agora, as 
companhias acreditam que 
podem estar no limite da sua 
capacidade de manutenção 
de lucros e ganhos mais al-
tos.”
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